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新型コロナの収束を願って
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　皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
中
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
い
、
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
日
常
の
生
活
様
式
が
大
き
く
変
貌
し
た
年
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　町
民
の
皆
様
も
、
驚
き
と
戸
惑
い
の
な
か
、
不
安
な
気
持
ち
で
一
年
を
過
ご
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
の
予
防
対
策
と
、
皆
様
の
努
力
に
よ
っ
て
、

舟
形
町
で
は
一
人
の
感
染
者
も
出
す
こ
と
な
く
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事

を
皆
様
と
共
に
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　町
議
会
と
し
て
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

町
内
の
事
業
所
等
へ
の
影
響
や
感
染
予
防
対
策
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

す
。　新

年
を
迎
え
、
２
月
か
ら
は
町
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
準
備
に
入
り
、
順
次
接
種
が
始
ま
る
予
定
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
せ

な
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　こ
う
し
た
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
を
し
っ
か
り
と

果
た
し
て
い
く
た
め
に
、
自
ら
の
改
革
と
活
性
化
に
努
め
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
直
面

す
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
一
日
も
早
い
収
束
と
、
町
民
の
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
し
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議

　
　長

　
　八
鍬

　
　太

副
　議
　長

　
　斎
藤

　好
彦

議

　
　員

　
　叶
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　荒
澤

　広
光

議

　
　員

　
　叶
内

　昌
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事
務
局
長

　
　相
馬

　
　昇

事
務
局
員

　
　伊
藤

　
　優

「
年
頭
に
よ
せ
て
」

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

主
な
審
議
さ
れ
た
議
案

第
６
回
臨
時
会

〇
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認

〇
舟
形
町
一
般
職
、
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定

〇
ス
ク
ー
ル
バ
ス（
中
型
４５
人
乗
り
）の
取
得

　
　
　
　
　
（
相
手
方
・
株
式
会
社  

も
が
み
Ｊ
Ａ
サ
ー
ビ
ス
）

１２
月
定
例
会

〇
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〇
舟
形
町
議
会
議
員
及
び
舟
形
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

　
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
設
定

〇
舟
形
町
税
外
収
入
金
督
促
手
数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
条
例
等

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

〇
舟
形
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

〇
最
上
圏
域
下
水
道
共
同
管
理
協
議
会
規
約
の
変
更

〇
舟
形
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

〇
舟
形
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
制
定

〇
委
員
会
付
託
の
審
査
報
告
（
陳
情
３
件
）

・社会資本総合整備事業
　（国庫補助金の交付減額による事業費の減）

・ふながた若鮎まつり事業
　（ふながた若鮎まつりの中止による減）

・農業経営高度化支援事業
　（県営農地整備事業、県の交付減額による減）

・特別定額給付金事業
　（特別定額給付金の給付完了精算による減）

・児童交流学習事業
　（児童交流学習の中止による減）

・都市と農村交流事業
　（首都圏で行われる複数の物産交流事業の中止による減）

・非常備消防事業
　（消防団の演習や大会等の中止による減）

・担い手育成総合支援事業
　（農地中間管理事業による農地集積（小松原田地区）に対する機構集積協力金の増）

・公共土木施設災害復旧事業
　（内山地区道路（橋梁）災害復旧工事費の増）

・減債基金積立金

‥‥‥‥‥‥ △9340万円

‥‥‥‥‥ △1136万円

‥‥‥‥‥ △1000万円

‥‥‥‥‥‥‥‥ △798万円

‥‥‥‥‥‥‥‥‥ △324万円

‥‥‥‥‥‥‥‥ △180万円

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ △111万円

‥‥‥‥‥‥‥ 755万円

‥‥‥‥‥‥ 264万円

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3261万円

令和２年度　主な補正予算

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
等
に
よ
り

８
２
４
０
万
円
減
額
補
正

　
１２
月
定
例
会
は
、
８
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
６
人
の

一
般
質
問
に
続
き
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
各
条
例
の
制
定
、
条
例
の
改

正
等
を
審
議
し
、
全
議
案
を
原
案
通
り
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

全
議
案
の
採
決
結
果
は
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載

第6回臨時会
11月30日

12月定例会
12月8日～10日

※減債基金とは … 町債（借金）の償還（返済）の増加に備えるために設置される基金。
　　　　　　　　  公債費（借金返済）が他の経費を圧迫するような場合には、減債
　　　　　　　　  基金を取り崩して運用する。

舟
形
町
議
会
議
長

　八  

鍬

　
　太
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議
員
　
令
和
２
年
７
月
豪
雨
対
応
産
地
緊
急
支
援
事
業
費

補
助
金
と
強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金

（
被
災
農
業
者
支
援
型
）
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
追
加
対

象
は
。

農
業
振
興
課
長
　
産
地
支
援
と
し
て
は
、
冠
水
し
た
農
地

等
へ
の
追
加
防
除
薬
剤
と
、
き
ゅ
う
り
の
ほ
場
で
川
に
流

出
し
た
支
柱
の
購
入
費
で
、
被
災
農
業
者
支
援
は
、
流
出

し
た
水
稲
の
育
苗
ハ
ウ
ス
の
復
旧
と
農
業
用
機
械
が
浸
水

で
破
損
し
、
再
度
購
入
や
修
繕
し
た
方
へ
の
支
援
で
す
。

議
員
　
７
月
の
豪
雨
被
害
で
追
加
防
除
の
申
請
数
が
、
３４

件
と
の
こ
と
だ
が
、
該
当
し
な
か
っ
た
農
家
は
な
か
っ
た

の
か
。

農
業
振
興
課
長
　
被
害
を
受
け
て
い
て
該
当
に
な
ら
な
か

っ
た
と
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
か
ら
の
営
農
指
導

を
受
け
た
上
で
実
施
し
な
か
っ
た
場
合
や
、
追
加
防
除
用

薬
剤
を
購
入
し
な
い
で
実
施
し
た
場
合
は
、
該
当
に
な
り

ま
せ
ん
。

議
員
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
助
成
し
て
い
る
が
、

接
種
率
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
舟
形
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
他
の
医
療
機
関
の
、

１０
月
と
１１
月
の
実
績
に
よ
る
と
、
全
体
で
は
１
７
８
２
名

で
５６
％
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
け
で
は
９０
％
の
接
種
率

で
す
。

議
員
　
平
成
３０
年
度
に
も
４５
人
乗
り
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

購
入
し
て
い
る
が
、
現
行
車
と
仕
様
の
大
き
な
違
い
は
何

か
。
オ
プ
シ
ョ
ン
金
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
指
名
業
者
数
、

落
札
率
は
。

教
育
課
長
　
今
回
購
入
予
定
の
４５
人
乗
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
は
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
左
側
に
荷
物
を
収
納
で
き
る
２
ス

パ
ン
の
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
付
の
仕
様
に
し
ま
し
た
。
オ
プ

シ
ョ
ン
金
額
は
２７
万
円
で
す
。
指
名
業
者
数
は
３
社
で
、

落
札
率
は
９
７
・
５
％
で
す
。

議
員
　
観
光
総
務
事
業
１
０
１
万
円
の
減
額
補
正
は
、
ヒ

ス
ト
リ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
鮎
釣
り
大
会
が
中
止

に
な
っ
た
た
め
だ
と
思
う
が
、
当
初
予
算
と
１
万
４
千
円

合
わ
な
い
の
は
何
故
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク
カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
に
し

ま
し
た
が
、
車
の
オ
ー
ナ
ー
様
に
中
止
の
案
内
文
書
を
郵

送
し
ま
し
た
の
で
、
郵
便
料
金
に
使
用
し
ま
し
た
。

議
員
　
道
路
新
設
改
良
費
の
物
件
移
転
補
償
金
３
３
７
０

万
円
減
額
の
理
由
は
。
ま
た
、
町
道
福
寿
野
岡
矢
場
線
の

今
後
の
見
通
し
と
進
め
方
は
。

地
域
整
備
課
長
　
社
会
資
本
整
備
の
中
で
町
道
福
寿
野
岡

矢
場
線
の
補
償
費
を
当
初
予
算
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、

国
の
予
算
の
決
定
が
少
な
か
っ
た
た
め
減
額
と
な
り
ま
し

た
。
町
道
福
寿
野
岡
矢
場
線
に
つ
い
て
は
、
用
地
の
測
量

ま
で
終
わ
っ
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
補
償
契
約
等
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
、
内
山
地
区
の
よ
う

だ
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

地
域
整
備
課
長
　
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
町
道
紫
山
内
山

線
の
橋
梁
と
道
路
の
付
け
根
部
分
の
法
面
の
法
尻
が
決
壊

し
た
災
害
で
す
。

議
員
　
小
松
原
田
地
区
の
受
益
者
負
担
に
つ
い
て
、
最
終

的
に
受
益
者
負
担
金
は
、
ゼ
ロ
に
な
る
前
提
で
考
え
て
よ

い
の
か
。

地
域
整
備
課
長
　
集
積
の
達
成
状
況
が
計
画
通
り
見
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
県
営
事
業
に
か
か
る
工
事
費
等

の
受
益
者
負
担
金
は
ゼ
ロ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
に
つ
い
て
、
補
正
額
ゼ
ロ
と

い
う
こ
と
だ
が
、
説
明
欄
に
は
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
り
、
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
た
り
と
数
字
の
変
動
が
あ
る
が
、
そ
の
内

容
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
補
正
に
つ
い
て
は
、

当
初
で
歳
入
を
３
億
円
で
計
上
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ま
ま
い
く
と
３
億
円
は
超
え
る
見
込
み
な
の
で
、
３
億
５

千
万
円
を
想
定
し
た
金
額
で
補
正
し
ま
し
た
。

議
員
　
特
別
定
額
給
付
金
事
業
の
消
耗
品
費
が
２
５
０
万

円
減
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
推
進
室
長
　
国
の
予
算
配
分
は
、

１
０
０
０
世
帯
か
ら
３
０
０
０
世
帯
で
１
１
０
０
万
円
が

標
準
で
あ
る
た
め
町
で
も
こ
の
金
額
を
予
算
計
上
し
た
が
、

最
終
清
算
の
結
果
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
舟
形
町
議
会
議
員

選
挙
に
お
い
て
供
託
金
１５
万
円
が
必
要
に
な
る
が
、
納
付

先
は
ど
こ
か
。

総
務
課
長
　
供
託
金
納
付
先
は
山
形
銀
行
に
な
り
ま
す
。

納
付
手
続
は
、
法
務
局
で
納
付
手
続
を
し
、
山
形
銀
行
に

供
託
金
を
納
付
後
、
法
務
局
か
ら
証
明
書
を
受
領
し
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
提
出
す
る
流
れ
に
な
り
ま
す
。

第
６
回
臨
時
会

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

　
　
　
　
　
　
　
　 
専
決
処
分
の
承
認

質
答

応
疑

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

１２
月
定
例
会

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
取
得

い
く
び
ょ
う

町
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
設
定

農地整備事業が完了した小松原田地区 流出したきゅうりのほ場（根渡地内）

トランクルームが大きくなるスクールバス（写真は現行車）

町村長選挙

町村議会議員選挙

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
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議 案 審 議

町政を問う

８ページ
荒澤  広光　議員

１ 消防団安全対策について
２ 増加する鳥獣被害の対策について

11ページ
石山  和春　議員

１ 持続可能な農業政策を

９ページ
奥山  謙三　議員

１ 住民主体の地域づくりの進捗状況は
２ 舟形町におけるＳＤＧｓへの取組みは

12ページ
伊藤  欽一　議員

１ 下校時の交通安全、防犯対策について

10ページ
斎藤  好彦　議員

１ 感染症対策事業の検証と評価を
２ 国宝の常設展示館構想の現状は

13ページ
叶内  昌樹　議員

１ 中学校の現状の課題について

＜一般質問 掲載要綱＞
●議会だより一般質問本文への掲載件数は、２件以内で、３件目はタイトルのみ掲載。
●本文の字数は、質問３３０字以内、答弁は５５０字以内のため、内容を要約して掲載。

一般質問とは

　定例会において、各議員が住民の代表として行財政全般にわたり町当局の考え方や疑問をただすこと
です。単に疑問を晴らし事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直し、新規政策を提言する、
議員の重要な活動です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本会議での持ち時間は一人40分）

一般質問に６人が登壇

令和２年 第６回臨時会　議案の採決状況

令和２年 第４回定例会　議案の採決状況

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承 認〇 ＊

21 3 4 5 6 7 8 9 10

令和２年度舟形町一般会計補正予算の専決処分の承認承 認
10号

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊スクールバスの取得議 案
59号

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊舟形町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定

議 案
60号

〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊舟形町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定

議 案
61号

八
鍬

　太

斎
藤
好
彦

叶
内
富
夫

佐
藤
広
幸

奥
山
謙
三

石
山
和
春

小
国
浩
文

伊
藤
欽
一

荒
澤
広
光

叶
内
昌
樹

議 案 名 と 主 な 内 容
議
案
番
号

採
決
結
果

・陳情付託
・町長行政報告
・一般質問２名

本会議 9名

会議種別

◆令和２年 第４回定例会　会期及び審議内容 ※本会議前、議会運営委員会及び全員協議会を実施

午前（10:00～12:00） 午後（13:00～16:00） 傍聴者数

12月8日（火）

会　期

令和２年度舟形町一般会計補正予算議 案
62号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

＊議長は採決に加わりません。

・一般質問２名
　終了後、各常任委員会

・一般質問２名
・議案審議（議案62号～）

各常任委員会
全員協議会

本会議 3名12月9日（水） ・議案審議（～議案65号）

本会議 1名12月10日（木）
・議案審議（議案66号～69号､発委1号･2号）
・付託審査報告　・追加議案（発議9号）
・閉会中の所管事務調査報告
　終了後、広報常任委員会

令和２年度舟形町国民健康保険特別会計事業勘定補正予算議 案
63号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

令和２年度舟形町後期高齢者医療事業特別会計補正予算議 案
64号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

令和２年度舟形町介護保険特別会計事業勘定補正予算議 案
65号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

舟形町議会議員及び舟形町長の選挙における選挙運動の公
営に関する条例の設定

議 案
66号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

舟形町税外収入金督促手数料及び延滞金徴収条例等の一部
を改正する条例の制定

議 案
67号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

舟形町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定議 案
68号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

最上圏域下水道共同管理協議会規約の変更議 案
69号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

舟形町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定発 委
1 号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

舟形町議会会議規則の一部を改正する規則の制定発 委
2 号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守
るための意見書

発 議
9 号 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可 決〇 ＊

欠 退 除〇賛成　　×反対　　○欠席　　○退席　　○除斥

〇欠

〇欠

〇欠

〇欠



令和３年１月号令和３年１月号 89

堀内元気ふれあい協議会設立（令和2年8月5日）

団員数が減少し負担が増加する消防団

イノシシにより掘り起こされた畦畔被害
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名

平成23年度

消防団員数の推移

令和元年
25年 27年 29年

366名／R2年

2030年までに達成すべき17の目標

住民主体の
地域づくりの進捗状況は

質
問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ

っ
て
も
、
堀
内
地
区
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
地
域
運
営
組

織
を
構
築
で
き
た
事
は
一
歩

進
ん
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

引
き
続
き
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
に
は
、
町
に
よ
る
側
面

か
ら
の
協
力
と
支
援
は
必
要

と
考
え
ま
す
。
質
問
①
今
回

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
活
動
を

始
め
た
堀
内
地
区
の
組
織
、

事
業
内
容
等
に
つ
い
て
②
未

組
織
の
３
学
区
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
進
め
方

に
つ
い
て
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
し
て

い
な
い
中
で
、
町
で
進
め
る

町
内
会
活
動
の
指
針
等
が
あ

れ
ば
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長
　
①
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
活
動
を
始
め
た
堀
内
地

区
の
組
織
、
事
業
内
容
は
、

地
区
連
合
町
内
会
長
会
が
中

心
と
な
り
今
年
８
月
に
「
堀

内
元
気
ふ
れ
あ
い
協
議
会

（
通
称
：
は
ま
ぐ
り
の
貝
）」

と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。
そ

の
組
織
は
「
町
内
会
長
班
」、

「
安
全
・
安
心
班
」、「
交
流
・

健
康
班
」、「
堀
内
盆
踊
り
・

田
植
え
踊
り
班
」
の
４
つ
の

班
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
事
業
内
容
は
「
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
交
流
会
」、「
堀

内
盆
踊
り
花
火
大
会
」、「
先

進
地
視
察
」、「
除
雪
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
②
の
未
組
織
の

３
学
区
の
進
捗
状
況
と
今
後

の
進
め
方
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
取
組
め
な
い
状
況

で
す
。
状
況
を
判
断
し
な
が

ら
、
各
地
区
の
現
状
や
特
性

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
来
年
度

以
降
も
引
き
続
き
地
域
運
営

組
織
の
構
築
に
取
組
ん
で
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
の
指
針
に
つ
い
て
は
、
各

町
内
会
が
地
域
課
題
の
解
決

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、

継
続
を
図
っ
て
い
く
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
自
助
、
共
助

の
意
識
を
今
後
も
継
続
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
町
内
会

や
地
区
か
ら
の
ご
相
談
に
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

舟
形
町
に
お
け
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
み
は

総
合
発
展
計
画
事
業
の
推

進
を
通
し
て
貢
献
し
て
い
く

質
問
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し

て
地
方
創
生
の
た
め
の
方
策

を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

と
思
い
ま
す
。
質
問
①
町
に

お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し

て
の
施
策
の
取
組
み
に
つ
い

て
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
解
の
裾

野
を
ど
の
よ
う
に
し
て
広
げ

て
い
く
の
か
質
問
し
ま
す
。

町
長
　
町
の
今
後
１０
年
の
指

針
で
あ
る
町
総
合
発
展
計
画

に
掲
げ
る
事
業
の
推
進
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
達
成
に
貢

献
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
情

報
を
発
信
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
町
広
報
誌

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
１７
の
目
標
と
町
の
取

組
み
の
関
連
性
を
掲
載
し
、

あ
わ
せ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

来年度以降も取り組んでいく
奥山  謙三　議員 荒澤  広光　議員

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
消
防
団
の
安
全
対
策

と
し
て
、
①
消
防
団
員
の
運

転
免
許
の
種
類
を
町
と
し
て

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。
②
普
段
消
防
団
員
は
、

自
家
用
車
は
運
転
し
て
い
る

が
、
ポ
ン
プ
積
載
車
の
よ
う

な
重
い
車
に
乗
り
慣
れ
て
い

な
い
団
員
も
多
く
い
る
と
思

い
ま
す
。
自
動
車
教
習
所
で
、

緊
急
車
両
に
関
し
た
実
技
教

習
等
の
講
習
会

を
行
い
、
安
全

で
活
動
し
易
い

環
境
の
整
備
が

必
要
だ
と
思
い

ま
す
。
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
町
の
小

型
ポ
ン
プ
積
載

車
は
２２
台
配
備

し
て
お
り
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
車
が

１０
台
、
オ
ー
ト
マ
車
が
１２
台
、

内
１
台
は
準
中
型
免
許
が
必

要
で
す
。
運
転
免
許
証
に
つ

い
て
は
、
現
在
も
把
握
し
て

い
ま
す
。
実
技
教
習
等
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
、
自
動
車

教
習
所
と
の
打
合
わ
せ
を
終

え
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
中
止

し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
安

全
に
運
転
で
き
る
よ
う
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

増
加
す
る
鳥
獣
被
害
の

　
　
　 

対
策
に
つ
い
て

出
没
場
所
を
マ
ッ
プ
に
し
、

　
　
　
　
見
え
る
化
す
る

質
問
　
有
害
鳥
獣
の
増
加
要

因
は
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
、

農
作
物
の
残
渣
処
理
等
の
人

的
要
因
も
あ
り
ま
す
。
イ
ノ

シ
シ
に
関
し
て
は
、
農
家
個

人
で
、
光
や
音
の
出
る
も
の

で
威
嚇
し
て
い
る
が
恒
久
対

策
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今

後
の
対
策
案
と
し
て
①
農
家
、

地
域
住
民
へ
の
研
修
会
開
催

に
よ
る
、
意
識
改
革
が
必
要

で
は
。
②
被
害
、
捕
獲
実
績

の
あ
る
自
治
体
の
情
報
を
入

手
し
、
本
町
で
も
実
施
可
能

か
調
査
を
行
う
。
③
ク
マ
、

イ
ノ
シ
シ
の
目
撃
情
報
を
基

に
マ
ッ
プ
化
し
、
広
報
誌
等

で
情
報
提
供
を
行
う
事
で
安

全
対
策
に
繋
が
る
の
で
は
。

町
と
し
て
の
対
策
方
向
を
伺

い
ま
す
。

町
長
　
本
町
に
お
け
る
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

状
況
は
、
ク
マ
の
食
害
が
昨

年
は
５
件
程
度
だ
っ
た
が
、

本
年
度
は
既
に
１１
件
、
イ
ノ

シ
シ
に
関
し
て
は
５５
件
と
急

増
し
て
い
ま
す
。
最
上
管
内

市
町
村
の
中
で
最
も
早
く
、

国
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

捕
獲
活
動
の
た
め
の
罠
の
購

入
、
捕
獲
及
び
追
い
払
い
技

術
向
上
を
目
的
に
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
１２
月
に

は
、
他
自
治
体
で
の
活
動
実

績
の
あ
る
講
師
を
迎
え
、
住

民
向
け
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
防

除
研
修
会
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
参
加
を
頂
き
、

住
民
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え

ま
し
た
。
農
作
物
の
残
り
を

放
置
し
な
い
生
息
環
境
管
理

や
被
害
防
除
対
策
は
、
地
域

ぐ
る
み
の
取
り
組
み
が
効
果

的
な
こ
と
か
ら
、
町
民
の
更

な
る
意
識
醸
成
を
図
り
な
が

ら
、
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
目
撃
情

報
を
マ
ッ
プ
化
し
、
広
報
誌

等
で
広
く
周
知
し
な
が
ら
、

住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

来
年
度
、
実
技
教
習
等
を
行
う

消
防
団
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

質
問

町
長

町
長
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舟形へ早く帰りたいよー‼

小中学生1人1台のタブレットで授業に活用

離農により荒廃する農地

舟形町の耕地面積の推移（農業振興課資料より）

質
問
　
現
行
の
「
食
料
・
農

業
・
農
村
」
基
本
計
画
は
、

①
担
い
手
の
明
確
化
と
農
地

集
積
、
②
輸
出
拡
大
に
よ
る

需
要
拡
大
、
③
６
次
産
業
化

の
推
進
が
大
き
な
柱
と
な
っ

て
い
ま
す
。
２
０
２
３
年
ま

で
農
地
の
８
割
を
担
い
手
に

集
積
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
が
、
町
の
農
地
面
積
と

そ
の
集
積
率
を
伺
い
ま
す
。

今
年
３
月
提
示
さ
れ
た
計
画

で
は
、
骨
格
と
な
る
基
本
的

な
方
針
と
し
て
、
産
業
政
策

と
地
域
政
策
を
推
進
し
、
農

業
の
持
続
的
発
展
と
し
て
、

中
小
、
家
族
経
営
な
ど
多
様

な
経
営
体
に
よ
る
地
域
の
下

支
え
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
産
基
盤
の
脆
弱
化
が
進
行

す
る
中
、
第
７
次
町
総
合
発

展
計
画
に
は
、
労
働
力
の
見

通
し
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
無
理
な
の
か
伺
い
ま
す
。

農
地
の
確
保
、
就
業
者
数
の

減
少
を
お
さ
え
る
た
め
に
は
、

中
小
農
家
へ
の
さ
ら
な
る
支

援
が
農
村
振
興
に
は
欠
か
せ

な
い
と
考
え
ま
す
が
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
農
業
は
、
農
地
を
必

要
と
す
る
た
め
、
定
住
に
つ

な
が
る
産
業
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
進
展

と
人
口
減
少
が
急
速
に
進
ん

で
お
り
、
今
後
、
地
域
内
の

共
同
活
動
や
保
全
管
理
活
動

が
成
り
立
た
な
く
な
り
、
集

落
機
能
の
維
持
が
で
き
な
く

な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
交
付
金
と
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用

し
、
共
同
活
動
や
保
全
管
理

活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
農
地
面
積
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
３
月
時
点
で
、

１
５
３
０
ｈ
ａ
と
な
っ
て
お

り
、
担
い
手
へ
の
集
積
率
は

６
３
・
１
％
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
労
働
力
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
個
人
や
法
人
な

ど
の
経
営
形
態
、
水
稲
や
野

菜
な
ど
の
作
目
や
規
模
の
大

小
な
ど
に
よ
り
大
き
く
異
な

り
、
計
画
の
目
標
な
ど
に
掲

げ
る
こ
と
が
困
難
な
事
項
で

あ
り
ま
す
。
農
家
へ
の
支
援

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

各
種
補
助
事
業
は
、
経
営
規

模
の
拡
大
や
、
農
業
所
得
の

増
大
な
ど
を
条
件
と
す
る
傾

向
に
あ
り
、
認
定
農
業
者
や

法
人
、
任
意
組
合
等
の
団
体

な
ど
で
な
い
と
補
助
の
対
象

に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状

況
を
踏
ま
え
本
町
で
は
、
規

模
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
町

独
自
の
政
策
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
も
本
町

農
業
の
持
続
的
な
発
展
を
目

指
し
て
、
新
た
な
支
援
策
の

創
設
を
含
め
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
町
独
自
の
取
り
組
み

と
併
せ
、
国
、
県
に
対
し
て

引
き
続
き
要
望
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

石山  和春　議員 斎藤  好彦　議員

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
「
コ
ロ
ナ
」
の
言
葉

を
耳
に
し
な
い
日
が
な
い
毎

日
を
過
ご
し
、
一
年
が
経
過

し
た
今
な
お
、
収
束
の
兆
し

が
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
感
染
拡
大
防
止

策
に
対
す
る
施
策
の
成
果
を

検
証
し
、
地
域
経
済
再
生
に

向
け
た
支
援
策
の
経
済
効
果

な
ど
の
評
価
を
早
急
に
行
い
、

先
が
見
え
な
い
難
局
の
次
の

対
策
に
備
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
町
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
事
業
と
し
て
国

の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
２

億
６
８
９
６
万
８
千
円
を
活

用
し
、
３４
の
事
業
に
つ
い
て

国
か
ら
承
認
を
得
て
順
次
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
事
業
の
検
証
と
評
価
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
す

べ
て
の
事
業
が
完
了
し
て
お

ら
ず
、
多
く
の
事
業
に
つ
い

て
事
業
の
着
手
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
は
先
が
見
え

な
い
難
局
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
誰
も
経
験
し
た
こ
と
が
な

い
も
の
で
す
。
今
後
の
対
応

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
国
、
県
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
臨
み
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

国
宝
の
常
設
展
示
館

　
　
　 構
想
の
現
状
は

夢
の
実
現
に
向
け

　
　検
討
チ
ー
ム
を
設
立

質
問
　
本
町
に
は
「
国
宝
の

出
土
」
と
い
う
宝
が
存
在
し

ま
す
が
、
国
宝
の
展
示
館
も

な
く
出
土
地
と
し
て
は
非
常

に
寂
し
い
感
が
有
り
ま
す
。

全
国
的
に
も
国
宝
の
出
土
地

に
常
設
の
展
示
館
が
な
い
の

は
本
町
だ
け
で
あ
り
、
以
前

か
ら
提
案
し
て
き
た
常
設
展

示
館
構
想
に
つ
い
て
推
し
進

め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
県

立
博
物
館
の
移
転
先
な
ど
の

現
状
に
つ
い
て
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
現
在
、
国
宝
「
縄
文

の
女
神
」
は
山
形
県
が
所
有

し
、
県
立
博
物
館
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
文
化

財
は
出
土
地
に
存
在
し
て
こ

そ
文
化
的
価
値
が
あ
り
、
大

き
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
思

い
ま
す
。
縄
文
の
女
神
が
里

帰
り
す
る
た
め
に
は
、
山
形

県
に
、
縄
文
の
女
神
は
出
土

地
の
舟
形
町
に
あ
る
べ
き
だ

と
思
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
、

地
域
の
盛
り
上
が
り
が
必
要

と
考
え
、
３
年
前
に
は
、
舟

形
町
・
最
上
町
・
大
蔵
村
で

最
上
南
部
縄
文
文
化
発
信
推

進
会
議
を
組
織
し
、
今
年
度

は
縄
文
の
女
神
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
す
る
な
ど
連
携
し

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
来
年
は
、
盛
り
上
が

り
の
醸
成
へ
向
け
た
事
業
企

画
や
、
健
全
運
営
で
き
る
施

設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
検
討

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
、
役
場
内
に
立
ち
上
げ
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

「
縄
文
の
女
神
」
が
、
生
ま

れ
故
郷
の
舟
形
町
に
里
帰
り

出
来
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
難
局
に
臨
む

感
染
症
対
策
事
業
の
検
証
と
評
価
を

持続可能な農業政策を
新たな支援策の創設検討を進める

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

質
問
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中学校の現状の
　　　　 課題について

質
問
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

学
校
生
活
が
一
変
し
教
職
員

や
生
徒
は
新
し
い
学
校
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
近
年
で
は
生
徒
数
の
減

少
に
よ
り
１
学
年
１
ク
ラ
ス

で
大
変
な
密
に
な
っ
て
い
る

も
の
と
感
じ
ら
れ
る
中
、
学

校
側
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
」
対

応
策
の
必
要
事
項
を
ど
の
よ

う
に
聞
い
て
対
応
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
関

し
て
は
外
部
道
路
側
の
簡
易

フ
ェ
ン
ス
が
低
く
影
響
が
あ

る
と
共
に
夜
間
照
明
は
全
体

的
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
照
ら
す

よ
う
に
思
え
な
い
の
だ
が
、

照
明
の
位
置
等
も
含
め
て
、

中
学
校
の
移
転
や
改
修
に
は

相
当
な
時
間
が
か
か
る
の
で

あ
れ
ば
、
若
あ
ゆ
温
泉
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
照
明
の
利
活

用
も
考
え
て
早
急
な
対
応
が

必
要
で
は
な
い
の
か
。

町
長
　
今
年
度
の
中
学
校
の

普
通
学
級
で
は
１
年
生
と
２

年
生
が
４０
人
１
学
級
で
、
国

が
定
め
る
学
級
編
成
の
基
準

に
お
け
る
最
大
人
数
で
あ
り
、

３
密
を
避
け
る
こ
と
は
難
し

く
、
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
使
用

し
た
教
室
を
毎
日
教
職
員
が

手
分
け
し
て
消
毒
作
業
を
行

い
感
染
防
止
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
学
校
で
は
消
毒
作
業

が
一
番
の
負
担
と
の
こ
と
で
、

９
月
か
ら
そ
の
作
業
を
担
う

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
を
小
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ

１
名
県
費
で
配
置
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。

教
育
長
　
冬
場
の
換
気
に
つ

い
て
も
教
室
の
中
の
空
気
の

流
れ
を
数
値
的
に
判
断
出
来

る
よ
う
に
Ｃ
О
２
測
定
器
を

購
入
し
基
準
の
デ
ー
タ
に
基

づ
い
た
換
気
の
環
境
を
考
慮

し
た
授
業
を
行
い
た
い
と
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

町
長
　
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
設
備
に
つ
い
て
は
東
側

の
簡
易
ネ
ッ
ト
が
低
く
授
業

・
部
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
中

に
ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト
を
越
え

て
し
ま
う
場
面
が
度
々
あ
る

た
め
、
次
年
度
に
向
け
た
具

体
的
な
対
応
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
夜
間
照
明
に
つ
い
て

は
、
正
規
の
設
置
基
準
を
満

た
す
照
明
設
備
の
整
備
が
困

難
な
中
、
猿
羽
根
山
ス
キ
ー

場
の
照
明
の
再
活
用
に
よ
り
、

保
護
者
の
要
望
に
応
え
た
も

の
で
あ
り
、
照
明
器
具
に
つ

い
て
は
角
度
調
整
に
よ
る
対

応
が
可
能
で
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
後
の

部
活
動
は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
主
に
な
る
事
に
な
れ

ば
、
国
の
補
助
制
度
で
学
校

の
施
設
関
係
も
照
明
灯
を
設

置
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
く

事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
若
あ

ゆ
温
泉
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
照
明
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
自
体
の
活
用
方
法
と

合
わ
せ
て
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

具体的な対応を検討
叶内  昌樹　議員 伊藤  欽一　議員

一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
１１
月
初
旬
の
夕
方
、

傘
を
差
し
て
下
校
す
る
一
人

の
生
徒
を
見
か
け
ま
し
た
。

服
装
も
黒
っ
ぽ
く
、
防
犯
灯

も
な
く
暗
く
、
対
向
車
の
ラ

イ
ト
で
見
落
と
す
可
能
性
も

あ
り
大
変
危
険
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
徒
歩
で
下
校
す
る
児

童
生
徒
へ
の
声
か
け
や
指
導

は
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ス
ク

ー
ル
バ
ス
か
ら
下
車
し
徒
歩

で
帰
宅
す
る
ま
で
の
危
険
個

所
等
の
調
査
及
び
把
握
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
夜
光
反
射
材
的
な
も
の
は

着
用
し
て
い
る
の
か
。
不
審

者
等
か
ら
の
退
避
方
法
の
指

導
、
訓
練
は
し
て
い
る
の
か
。

町
長
に
伺
い
ま
す
。
　

町
長
　
通
学
時
の
安
全
対
策

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
大

変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
小
中
学
校
に

お
い
て
は
、
登
下
校
時
の
交

通
安
全
指
導
を
毎
年
計
画
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
下
校
指

導
は
、
小
学
校
で
は
新
入
生

に
対
し
て
４
月
に
教
職
員
と

一
緒
に
下
校
す
る
指
導
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
時
期
に

応
じ
て
年
３
回
の
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
徒
歩
通
学
の

児
童
生
徒
は
約
３
割
程
度
で
、

小
学
校
で
は
、
バ
ス
の
乗
降

車
場
所
ま
で
の
通
学
路
に
つ

い
て
、
校
外
生
活
委
員
の
協

力
を
得
な
が
ら
安
全
確
認
を

し
て
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、

毎
日
通
る
道
を
担
任
が
確
認

し
た
上
で
、
通
学
路
と
し
て

認
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
反
射
材
に
つ
い
て
は
、
中

学
校
の
通
学
カ
バ
ン
に
は
標

準
装
着
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

小
学
校
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
は

装
備
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が

多
い
た
め
、
今
回
児
童
生
徒

全
員
に
シ
ー
ル
式
の
反
射
材

を
配
布
し
小
中
学
校
で
装
着

の
指
導
を
し
ま
し
た
。
不
審

者
対
策
の
指
導
で
は
特
に
小

学
校
低
学
年
に
対
し
て
、
最

上
教
育
事
務
所
の
青
少
年
安

全
指
導
担
当
者
か
ら
退
避
方

法
に
つ
い
て
重
点
的
に
指
導

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
生
以
外
の
町
民
、

特
に
高
齢
歩
行
者
に
対
し
て

も
夜
光
反
射
材
等
の
活
用
啓

発
を
含
め
、
町
全
体
と
し
て

交
通
事
故
防
止
対
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

質
問
　
夜
光
反
射
材
の
形
状

に
制
約
が
な
け
れ
ば
縄
文
の

女
神
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
反

射
材
を
作
成
し
、
多
く
の
町

民
に
着
用
し
て
い
た
だ
き
、

交
通
安
全
対
策
と
と
も
に
、

国
宝
「
縄
文
の
女
神
」
出
土

の
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
　
縄
文
の
女
神
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
い
て
は
大
変
有
効
と

考
え
る
が
、
関
係
機
関
の
許

可
等
や
、
予
算
的
な
こ
と
も

考
慮
し
た
上
で
、
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

夜
光
反
射
材
等
の
活
用
推
進

下
校
時
の
交
通
安
全
、
防
犯
対
策
に
つ
い
て

質
問

質
問

町
長

教
育
長

教
育
長

町
長

町
長

質
問
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質問　新型コロナウイルス感染症対策、地方創
　　生臨時交付金対象事業は町独自で決められ
　　る事業内容なのか。

回答　国（内閣府）から発行された、活用事例
　　集を参考にして舟形町に必要と思われる感
　　染症予防対策を国に申請し予算化していま
　　す。第２次補正では、議会として各議員の
　　意見を出し合って取りまとめ町に要望して
　　います。元気にくらしましょう品券事業、
　　地区公民館感染症対策支援事業、公共施設
　　Ｗｉ－Ｆｉ環境整備事業などは、議会から
　　特に要望した事業です。　　　　（議会）

質問　地区公民館感染症対策支援事業の上限
　　３０万円は、予算額６００万円以内であれば
　　上限を増額することは出来ないのか。また、
　　実施期間が令和３年３月までとあるが要望
　　している設備の設置は終了するのか。

回答　現在、担当課では各地区公民館長と連絡
　　をとり、事業利用の有無を確認していると
　　ころです。現段階では上限30万円で進め
　　ています。　　　　　　　　　　（議会）
　　　実施期間については、今年度の国交付金
　　を財源としており、令和２年度限りの事業
　　ですので、令和３年３月末までに設置を終
　　了（事業完了）して頂くよう、お願います。
　　　　　　　　　　　　　　　　（教育課）

議会に対する意見

第13回議会報告会
　10月22～23日に議会報告会を開催し、各会場でいただいた質問や意見、要望事項を
検討し、回答書を作成しました。主な質問と回答は次のとおりです。（回答書より抜粋）

質問　インフルエンザ補助が他市町村との違い
　　があるのはなぜか。

回答　新型コロナウイルス関係の地方創生臨時
　　交付金の使い道は、市町村毎の計画に基づ
　　き国・県より交付決定がなされるため、そ
　　のために補助費用については市町村によっ
　　ての違いがあります。　　　　　（議会）

質問　防災無線の個別受信機が聞こえない時が
　　ある。

回答　個別受信機が聞こえない場合は、連絡い
　　ただければ、業者が確認のうえ、外部アン
　　テナを設置いたします。（外壁にアンテナ
　　を通す穴を開けることになりますので、ご
　　了承ください｡）　　　　  （住民税務課）

質問　空き家対策事業をもっと進めてほしい。
　　空き家を利活用して移住者が来るような事
　　業をもっと進めてほしい。

回答　舟形は住みやすい街だと思っています。
　　現在、町では子育て支援の事業に重点を置
　　き人口の定着、移住・定住出来るまちを目
　　指しています。　　　　　　　　（議会）

質問　防災無線で、ぬか焼きの届出を行政に申
　　告すると焼いて良いと放送されたが、どう
　　なのか。

回答　くん炭づくりの場合、農業振興課に火入
　　れを申請し許可が必要です。最上広域消防
　　南支署には農業振興課より連絡をします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（議会）

質問　スクールバスの乗り場に屋根付きの待合
　　所がほしい。

回答　スクールバスの乗り場は、地域からの要
　　望（子どもの数や乗り場までの距離）によ
　　り変更されることがありますので、固定物
　　を設置してしまうと要望に柔軟に対応でき
　　なくなる可能性があり、難しいと考えます。
　　　　　　　　　　　　　　　　（教育課）

質問　令和２年度の歳入予算で、町債の金額が
　　多くなっているが、町の財政は大丈夫なの
　　か。

回答　令和２年度の町債については10億1530
　　万円の予算となっていますが、交付税算入
　　割合の多い地方債を選択したり、国・県の
　　有利な補助制度を活用したり職員は努力し
　　ている。財政健全化法に基づく各財政指標
　　は、国の基準内にあり当町の財政は健全で
　　あると判断しています。　　　　（議会）

質問　子育て住宅の年齢制限を廃止し、ずっと
　　入居可能なように出来ないか。

回答　間取りや家賃等、子育て支援を目的に設
　　定しております。ずっと入居できる一般住
　　宅とは異なるものとご理解下さい。
　　　　　　　　　　　　　　（地域整備課）
　　　退去後は定住型住宅建設用の宅地整備を
　　ほほえみ保育園向かいに整備をしています。
　　一般販売用の土地は既に完売していますが、
　　ハイムひだまり入居者用の土地は数区画販
　　売中です。　　　　　　　　　　（議会）

質問　町内会ごとの陳情請願の項目が増えてい
　　く一方だが、議員との共有は、図られてい
　　るのか。

回答　町に提出された陳情等は、その内容を町
　　から情報提供していただき、町と議会との
　　共有を図っていきたい。　　　　（議会）

質問　議会の新型コロナウイルス感染対策特別
　　委員会の設置が６月になった訳は。

回答　特別委員会設置前は、町の感染症対策に
　　ついての説明を受け、それに同意し議決を
　　行ってきました。議会として、もっと感染
　　症対策について積極的に関わっていく必要
　　性があるという意見が議員各位からあり、
　　感染症についての情報収集や国・県・町の
　　施策に対して提案・要望等を行っていくた
　　め特別委員会を設置しております。
　　　特別委員会設置後は、議員それぞれの意
　　見を出し合い、議会内で協議し国に意見書
　　を提出したり、町に事業の提案をしたりす
　　るなどの活動をしております。　（議会）

町に対する要望･意見

回答

質問

回答

質問

回答

質問

回答

質問

回答

質問

回答

回答

質問

質問

回答

質問

回答

質問

回答

質問

回答

質問

沖の原公民館

福寿野公民館

洲崎公民館 内山公民館
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貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。
　舟形町議会では、議会だよりが町民の皆様との結びつきを強めることができるよう、
町内在住の５名の方に議会報モニターを委嘱しています。今回は議会だより１８４号
（１０月２３日発行）に寄せられた意見や感想を掲載しています。いただいたご意見は
十分参考にし、今後の編集に役立てていきます。

◆表紙について
・新型コロナの収束がいつになるかわからない中での運動会開催は、特別な思いがあり、やれてよかった
　と思う。親子のかけあいが聞こえてきそうでとても良い。
・子どもたちの楽しそうな表情がよい写真だ。
・表紙に知り合いの子どもなどを見つけると嬉しいもの。コロナだから出来ないではなく、対策をとり、
　工夫して、元気にGO！歓声が聞こえてきそう。
・コロナ禍の中でも対策し、運動会ができた喜びが感じられる。皆マスクをして大変だが、子どもたちの
　笑顔が素敵。
・親子での競技は、とてもほほえましい。口元の見える笑顔に早く戻ってほしい。

◆定例会等概要､質疑応答､決算審査概要､質疑応答､採決状況表について（2～8ページ）
●インフルエンザの予防接種に補助があるのは、大変ありがたい。流行を防ぐためにとても良い事業であ
　る。初の民間賃貸共同住宅が、満室になっていることは若い世代に希望が持て、うれしい。今後も建設
　を希望する業者が増えることを願う。
・元気にくらしましょう品券の交付は、町民にとって役立つものだと思い、感謝する。
・防犯カメラの設置は今後も増やしてほしい。
・監査意見書の中の「当町の財政は健全である」との一文で何となくホッとしたりする。ますます慎重審
　議をお願いする。
・コロナの影響で生活様式が変わったため、必要となったＩＴ関連、医療体制、災害対策等のお金の動き
　が見えた。
・今年も水害の被害があったが、復旧場所・改良場所はまだまだたくさん。防止対策も含め、自然の中で
　生かされているのだと改めて感じた。この時期、インフルエンザの助成は、予防接種の人が増えると思
　うので、ありがたい。

◆議会活動について（18～19ページ）
・日々、舟形町の住民のために尽力していただいていることに感謝している。これからも住民目線の活動
　を期待している。
・暑い中、議員さんも現地調査ご苦労様です。いつでも問題解決できるようお願いする。
・年配の方が多い舟形町。新しい時代についていくのは、私も大変である。町民に優しいデジタル化をお
　願いする。

◆一般質問について（9～15ページ）
・新しくできたふるさと納税サポートセンターの今後に期待する。新商品にばかりとらわれず、今まであ
　る商品をもっとよりよい商品へと開発していく取り組みを進めてもよいのではないだろうか。
・近年、自然災害が多くあり、その対策などに予算が多く使われているところに、コロナ禍の対策もあり、
　町の財政はなかなか大変だと思うが、ふるさと納税の寄附金が役にたっているのであればいいが、もう
　少しくわしくふるさと納税の使い道を知りたい。
・今後災害が想定される区域や、災害防止のために対策が必要な場所が、町内のあちこちにあり、不安に
　なる。少しずつでも対策が進むように頑張っていただきたいと思う。
・＜特定非常災害特別措置法の概要＞は残念ながら文字が小さすぎて読めなかった。
・空き家の数の多さにも驚いた。倒壊しそうな家が近くにもある。公費で行っていくには、色々な手続き
　があるかと思うが、防犯等の観点からも整備されていけば良いと思う。

貴重な意見ありがとうございます。貴重な意見ありがとうございます。
議会報モニターより

◆えがったなぁ、町民の声、編集後記について（20ページ）
・若い世代の声を反映させてもらえるような町づくりを願う。
・いつも若夫婦の仲睦まじい写真に癒される。でも、舟形町の悪いところとして、必ずスーパーなどすぐ
　に買いものにいけるところがないという意見は、いつでも出てくるので、いつかそういう意見がなくな
　れば良いと思う。
・いつも町について、地域について、きちんと考えている人がいるなと感心している。考えている人がい
　る、ということが大事なのだと思う。
・若い世代の転入が増え、嬉しく思う。
・えがったなぁのお嫁さんの声は、舟形町にとっては大切な声。舟形町をずっと好きでいて欲しい。

活動内容　①発行された議会だよりについて意見を述べる。
　　　　　②議会だよりに関するアンケートに回答する。
任　　期　委嘱状を交付された日から１年間（4月号発行～1月号発行まで）
　　　　　舟形町在住の18歳以上の方
定　　員　５人以内
申込方法　令和３年３月末日までに議会事務局へ来庁または電話か
　　　　　メールでお申し込みください。
　　　　　電　話：３２－００３０（直通）
　　　　　メール：gikai@town.funagata.yamagata.jp

モニターさんのご意見にお答えします
Ｑ．初の民間賃貸共同住宅。
　　今後も建設を希望する業者が増えることを願う。
Ａ．２棟目の民間賃貸共同住宅は、車庫つき１ＬＤＫ。
　　場所は、舟形第二町内の郵便局通りです。

現在建設中の２棟目の民間賃貸共同住宅

◆議会・町に対する意見等、その他
・堀内の橋工事が予定期日よりも早く完成したことは、よかったと思う。工事に携わった関係者の方々に
　感謝したい。ご苦労様でした。
・除雪機にGPS機能を付けて欲しい。
・第３地区の夫婦川付近が危なく感じる。川と家の境もチェーンのみ、川を渡る橋も落ちないような柵も
　ない。子どもや高齢者が多い地域なので気になる。冬の時期も危険だし、子どもが川をのぞいて落ちた
　ら大変。
・コロナ禍でこれからインフルエンザの流行も心配しながら、冬を迎える。健康に気をつけて頑張ってほ
　しい。

議会だよりモニターを募集
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議 会 活 動 議 会 活 動

１
．
期
　
　
日
　
令
和
２
年
１１
月
１２
日（
木
）

２
．
調
査
内
容
　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
現
地
調
査

（
１
）
調
査
場
所

　
① 

危
険
度
が
高
い
６
件
の
う
ち
２
件
は
令
和
元
年
、

　
　 

令
和
２
年
に
そ
れ
ぞ
れ
撤
去
済
み

　
② 

残
り
４
件
の
現
地
調
査
を
実
施

　
　
（
富
田
二
１
件
、
福
寿
野
２
件
、
長
沢
二
１
件
）

（
２
）
地
域
整
備
課
よ
り
説
明

　
① 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
関
す
る
建
築
基
準
法
関
係

　
② 

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
危
険
性
や
倒
壊
し
た
場
合
の
責
任

　
③ 

基
準
外
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
（
規
制
と
現
状
）

　
④ 

注
意
喚
起
の
方
法
と
所
有
者
の
法
的
責
任

（
３
）
今
後
の
課
題

　
①
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
工
事
は
高
額
な
費
用
が
発

　
　
生
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
促
進
を
図
る

　
　
た
め
、
補
助
率
の
ア
ッ
プ
等
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
②
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
放
置
し
、
実
際
に
倒
壊
事
故
が

　
　
起
き
た
場
合
、
民
事
上
の
賠
償
責
任
の
み
な
ら
ず
、

　
　
刑
事
上
の
法
的
責
任
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
旨
を
所

　
　
有
者
に
説
明
し
、
自
己
責
任
に
つ
い
て
の
周
知
が
重

　
　
要
で
あ
る
。

撤
去
工
事
ま
で
の
安
全
対
策
を

　
産
業
振
興
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル
ま
ほ
ら
で
、
山
形
県
町
村
議
会
議

長
会
主
催
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
跡
見
学
園
女
子
大
学

観
光
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
教
授
の
鍵
屋 

一 

氏
か
ら
「
災

害
対
策
に
お
け
る
地
方
議
会
・
議
員
の
役
割
」
政
治
評
論

家
の
加
藤 

清
隆 

氏
か
ら
「
今
後
の
政
局
の
行
方
」
と
題

し
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
鍵
屋
氏
か
ら
は
、
災
害
時
、
議
会
議
員
は
、
情
報
の
収

集
や
提
供
、
地
域
の
支
援
活
動
等
を
行
い
、
災
害
後
は
視

察
の
受
け
入
れ
や
要
望
活
動
に
努
め
る
と
い
う
お
話
を
い

た
だ
き
、
災
害
時
の
議
会
議
員
と
し
て
の
役
割
や
行
動
に

つ
い
て
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
加
藤
氏
か
ら
は
日
本
の
政
治
や
ア
メ
リ
カ
の
大

統
領
選
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
ど
ち
ら

も
印
象
に
残
る
研
修
で
し
た
。

災
害
発
生
時
、議
員
の
役
割
を
再
認
識

　
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
第
３７
回
町
村
議

会
報
研
修
会
に
参
加
し
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

長
岡 

光
弘 

氏
に
よ
る
「
議
会
広
報
紙
の
制
作
に
求
め
ら

れ
る
事
」
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
後
、「
議
会
だ
よ
り 

ふ
な
が
た
」
つ
い
て
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、「
議
会
だ
よ
り 

ふ
な
が
た
」

の
良
い
点
や
改
善
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
ま

す
ま
す
町
民
に
と
っ
て
読
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
ふ
な
が
た
を
講
評

　
町
村
議
会
広
報
研
修
会（
令
和
２
年
１１
月
５
日
）

１
．
期
　
　
日
　
令
和
２
年
１１
月
１７
日（
火
）

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影
響
の
あ
っ

　
た
事
業
及
び
中
止
し
た
事
業
の
調
査

（
１
）
事
業
計
画

・
総
務
課
　
職
員
研
修
事
業
は
研
修
会
の
延
期
や
中
止

・
健
康
福
祉
課
　
母
子
検
診
、
各
種
検
診
等
延
期
・
自
粛

・
住
民
税
務
課
　
町
総
合
防
災
訓
練
は
規
模
縮
小
で
実
施

・
教
育
課
　
成
人
式
を
延
期

（
２
）
中
止
し
た
事
業

・
健
康
福
祉
課
　
高
齢
者
祝
賀
事
業
等

・
住
民
税
務
課
　
春
季
消
防
演
習
事
業
、
町
操
法
大
会
等

・
教
育
課
　
児
童
交
流
学
習
事
業
等

（
３
）
所
感

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
事
業

実
施
に
つ
い
て
国
・
県
の
指
導
及
び
町
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
対
策
を
見
据
え
る
な
ど
、
担
当
課
職
員
の
苦
慮

が
窺
わ
れ
た
。
今
後
の
対
策
が
必
要
と
さ
れ
る
案
件
と
し

て
、
影
響
が
あ
る
も
の
と
あ
ま
り
影
響
が
な
い
も
の
と
の

事
業
区
別
を
見
極
め
た
形
で
の
事
業
実
施
を
望
む
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
及
ぼ
し
た
事
業
の
検
証

　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

表
紙
の
こ
と
ば

次回の定例会は　３月３日（水）～11日（木）までの予定です｡

議会だよりふながたの
　  表紙写真を募集します。

　「議会だよりふながた」を、住民参加型のより身近
な広報誌とするため、表紙の写真を募集します。

■応募方法：写真データを議会事務局へ持参するか
　　　　　　電子メールで送付してください。

■問 合 せ：舟形町議会事務局 32-0030（直通）
　　　　　　gikai@town.funagata.yamagata.jp

議
会
の
う
ご
き

▼
１０
月

　
５
日
　
自
治
功
労
表
彰
審
査
会

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
９
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
１２
日
　
最
上
県
勢
懇
話
会

　
１６
日
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
１９
日
　
庄
内
町
議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修
来
町

　
２０
日
　
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
２２
日
　
第
１３
回
議
会
報
告
会
（
２２
日
・
２３
日
）

　
２９
日
　
舟
形
大
蔵
戸
沢
間
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

▼
１１
月

　
２
日
　
舟
形
町
自
治
功
労
表
彰
式

　
５
日
　
町
村
議
会
広
報
研
修
会

　
１２
日
　
産
業
振
興
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
１７
日
　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
最
上
を
拓
く
高
規
格
道
路
建
設
促
進
合
同
大
会

　
２４
日
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
教
育
懇
談
会

　
３０
日
　
第
６
回
臨
時
会
　
全
員
協
議
会

▼
１２
月

　
１
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
４
日
　
全
員
協
議
会

　
８
日
　
１２
月
定
例
会
（
〜
１０
日
）

　
２２
日
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　
　
　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
最
上
県
勢
懇
話
会

　
　
　
　
最
上
市
町
村
議
会
議
長
会

紙
面
の
都
合
上
、
主
な
行
事
を
抜
粋
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
各
議
員
が
各
地
区
行
事
等
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
１２
月
定
例
会
で
審
査
し
た
陳
情
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
長
尾
地
区
道
路
に
つ
い
て
の
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
　
　
　
　
　
択

　
　
陳
情
者
　
持
分
２７
分
の
１
　
八
鍬
惣
吉
相
続
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
鍬
　
勝
昭

●
共
生
の
実
現
に
向
け
た
障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
定
に
つ
い
て
の
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
　
　
　
　
　
択

　
陳
情
者

　
新
庄
・
最
上
広
域
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
松
田
　
英
雄

　
舟
形
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
　
会
長
　
沼
澤
　
一
義

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と

　
　
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
意
見
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
　
　
　
　
　
択

　
陳
情
者
　
山
形
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
行
委
員
長
　
渡
辺
　
勇
仁

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と

　
　
　
　
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
意
見
書

（
右
記
の
意
見
書
を
政
府
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
）

陳

　情

意
見
書

（
令
和
２
年
１０
月
２０
日
）

　
１２
月
３０
日
、
舟
形
若
あ
ゆ
温
泉
で
、
恒

例
の
「
み
ず
き
団
子
飾
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
て

か
ら
間
も
な
く
一
年
、
感
染
が
拡
大
す
る

中
一
刻
も
早
い
収
束
を
願
い
、
餅
を
小
さ

く
丸
め
て
作
っ
た
団
子
、
大
判
や
タ
イ
、

サ
イ
コ
ロ
な
ど
を
飾
り
付
け
ま
し
た
。

　
飾
り
付
け
た
団
子
木
は
、
１
月
１７
日
ま

で
館
内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

説明を受け現地の確認

議会だよりふながた
の講評をいただいた
広報研修会
（令和２年４月号）

コロナ感染症対
策のため広い会
場での議員研修
を実施
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議
会
だ
よ
り
　ふ
な
が
た

●
 発
行
  舟
形
町
議
会

●
 編
集
  議
会
広
報
常
任
委
員
会

〒
999-4601 山

形
県
最
上
郡
舟
形
町
舟
形
2
6
3
番
地

　
　
　
　
　
電
話
（
0
2
3
3）3
2
－2
1
1
1（
代
表
）

編

集

後

記

発行責任者
議　　長　八 鍬　　 太

議会広報常任委員会
委 員 長　伊 藤　欽 一

副委員長　小 国　浩 文

委　　員　石 山　和 春

委　　員　荒 澤　広 光

委　　員　叶 内　昌 樹

声

　皆
さ
ん
の
声
を
掲
載
す
る
欄

で
す
。
議
会
に
対
す
る
ご
意
見

・
ご
要
望
等
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
る
よ
う
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
昨
年
の
暖
冬
が
う
そ
の

よ
う
な
大
雪
と
な
り
ま
し
た
。
毎

日
の
除
雪
や
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に

は
、
十
分
な
安
全
対
策
を
し
、
注

意
し
て
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

冬
の
訪
れ
と
と
も
に
、
近
隣
の
市

町
村
で
も
感
染
者
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
３
波
の

影
が
、
舟
形
町
に
も
押
し
寄
せ
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
１２
月
２２
日
に

県
に
お
い
て
医
療
緊
急
事
態
を
宣

言
し
、
県
医
師
会
な
ど
が
年
末
の

帰
省
自
粛
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
も
３
密
に
注
意
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い
よ
う

に
心
が
け
、
令
和
３
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
を
克
服
し
、
よ
り
良
い
年

に
な
る
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
　
　   （
小
国
　
浩
文
　
記
）

　
私
の
住
む
堀
内
地
区
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
空
き
家
も
増
え
て

い
る
の
も
心
配
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
が

舟
形
町
に
定
住
や
移
住
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
町
に
も

政
策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
堀
内
は
、
子
ど

も
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る

場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
堀
内
小
学
校
跡
地
に
遊
具
の
あ

る
公
園
な
ど
を
整
備
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
親
同
士
の

交
流
の
場
も
出
来
、
よ
り
明
る
い
堀
内
地
区
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
堀
内
地
区
に
定
住
し
て
く
れ

る
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
色
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
延
期
や
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
舟
形

町
か
ら
は
、
感
染
者
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
不

安
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
こ
と
も

そ
う
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
益
々
希
望
を
持
て
る
舟

形
町
に
な
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

阿部　清美 さん
（ 洲 崎 ）

（議会より）

　未来を見据え、生涯

住み続けられる町にな

るように議会としても

努力してまいります。

今回は､平成26年1月（№157）
号に掲載された「舟形の花嫁
・お見合い大戦」で結婚した、
内山の伊藤浩・恵美さんご夫
婦と駿杜くん６歳です。

シリーズ
♥
舟
形
町
で
の
生
活
や
子
育
て
は
ど
う
で
す
か
？

　
縁
が
あ
っ
て
嫁
い
で
き
て
か
ら
７
年
の
間
、
内
山
の
皆
様
を
は
じ

　
め
多
く
の
方
々
の
温
か
な
ご
協
力
と
見
守
り
で
子
育
て
で
き
て
い

　
る
こ
と
が
幸
せ
だ
な
〜
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

♥
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
・
足
り
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
は
？

　
良
い
と
こ
ろ
は
ズ
バ
リ
！
町
内
会
ご
と
の
地
域
伝
統
行
事
が
残
っ

　
て
い
る
と
こ
ろ
、
ス
キ
ー
の
授
業
が
あ
る
と
こ
ろ
。

　
足
り
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
は
、
家
族
以
外
で
子
供
た
ち
と
お
年
寄

　
り
の
交
流
が
あ
ま
り
な
い
と
こ
ろ
や
、
子
育
て
に
対
し
て
世
代
間

　
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
こ
ろ
。

♥
舟
形
町
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

今
年
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
て
の
授
業
が
始
ま
る
と
の
こ
と

　
で
す
が
、
家
庭
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
が
出
来
る
よ
う
に
環
境
整

　
備
の
サ
ポ
ー
ト
を
望
み
ま
す
。

　
冬
で
も
室
内
運
動
場
や
交
流
の
場
が
近
く
に
あ
れ
ば
い
い
。
特
に
、

　
冬
場
は
運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
の
で
。

♥
子
ど
も
へ
の
一
言

　
春
に
は
小
学
１
年
生
と
な
る
駿
杜
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人

　
達
と
の
関
わ
り
で
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
、
た
く
ま
し
く
成
長
し

　
て
く
だ
さ
い
。
父
も
母
も
全
力
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

のその後
追跡・・・・

はやと


